
【四季折々・from Kobe 】7月 

初夏 梅雨の雨上がりをゆったりと 神戸 7月初夏 神戸紫陽花の便り 

 2022.7.1. Mutsu Nakanishi 

      収録 1. 桂文珍 落語見聞録 茗荷宿  神戸新聞より 我が家も夏の薬味 茗荷がすくすくと 

      収録 2.  立場の異なった人たちとつながる 6月 気になった新聞記事より          

先が見えぬ日本 先がどうなる６月２２日 参議院選挙が告示  

【スライド動画】 梅雨の雨上がり 2022雨上がりの紫陽花

https://infokkkna2.com/ironroad2/2022htm/walk19/R0407ajisai.mp4 
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６月２８日　あっという間の早い梅雨明けと猛暑襲来にもびっくりです

https://infokkkna2.com/ironroad2/2022htm/walk19/R0407ajisai.mp4
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 梅雨の雨上がり 2022雨上がりの紫陽花   雨に濡れた紫陽花の清純な美しさ 

ちょっぴり憂鬱な時季ですが、雨が降るからこそ美しい梅雨の絶景 

       そっと顔をよせて、 ゆったりとした時を独り楽しむ 

  

  

    

    

 



毎日の Walkの中で、こんな素晴らしい梅雨時の晴れ間の景色にも出逢いました 

 

 

■ 先が見えぬ日本 先がどうなる   ６月２２日 参議院選挙が告示  6月気になった新聞記事より 

６月２２日参議院選挙が告示され、７月１０日の投票に。マスコミを通して、各党が数々の選挙公約を論じているが、 

やっぱり響かない。神戸新聞のコラム「正平調」にはこんな意見が・・… 

      

   

同感です。 

政治家の発言の軽さ・当事者責任のなさ・仲間意識が支えの政治が 今も露呈し続けている。 

世界・地球・そして日本がどうなるか その瀬戸際の中で、日本は益々複雑化する「人・社会・生活」に目をつぶり、 



IT・情報がもたらした 物・マネー重視の「軽薄短小・集中・効率・スピード・同化」の負の遺産をいまだに引きずっ

ていると見える。今や世界は人重視・多様化に舵を切り始めたのに…… 

 

「数が頼みの仲間意識の強い頂点同調・丸投げ・余裕のないマネーゲーム」の中で「自己の変革・革新」の道を閉ざし

てきた日本。アベノミクスと称して 言葉に酔う政治は願い下げにしてほしい。 

未だに大企業の品質保証・検査結果の偽装が続く現実は日本の状況をよく表している。 

私の現役時代に 欧米の「Copy exactly 」と日本の「日々改善 即実行」の運用について、論議したことが何度もある。

未だにこの理念がしめす運用理解のない日本が寂しい。 

リーダー層が頂点同調・丸投げを武器に経験重視を振りまわす時代ではない。また 勉強しないリーダーは願い下げ。 

 

この６月の新聞記事やコラムには 先行き不安の中での参議院選挙の中で相変わらずの政治「中央追従型 丸投げの人

間軽視」を批判する立場の論がいくつも見られるようになった。(収録2) 

先が見えぬ厳しい世相に気候変動・激甚化する自然災害が追い打ちをかける日々ですが、コロナもやっと落ち着く兆し。

まだまだ予断はできませんが、収束の兆し気が休まらぬが、そぼふる梅雨の雨もよし。 

ほっと一息 わが身や周囲を見渡し、先を考えねばと。 

また 人それぞれ 私の勝手な言いぐさと理解していますが、 つい ぶつぶつ 同じことを言っています 

                      2022.7.1.   From Kobe  Mutsu Nakanishi  

   参考  

■ From Kobe 7月 収録２. 6月気になった新聞記事より 「立場の異なった人たちとつながる」 

       https://infokkkna2.com/ironroad2/2022htm/2022mutsu/fkobeR0407newspaperA.pdf          

■ ７月神戸便りの更新中に梅雨があけました  また６月というのに・・… 
期待一杯の７月になるように 声かけあって厳しい夏を乗り越えましょう 

 

https://infokkkna2.com/ironroad2/2022htm/2022mutsu/fkobeR0407newspaperA.pdf


ウクライナに平和を!  

 

◆ 原爆資料館 映像展示資料 原爆を投下された広島 

  平和憲法は日本の柱 平和憲法を守ろう 

  国の大きな転換点 今 声を上げねば !!  

  平和を今 自分の頭で考えよう 

 

 

最近巨樹の生き様を TV等で見る機会多し。先日も「葉が前部落ち、枯れ木に近くになっても、樹木は根さえ生きていれば、

根元から新しい芽・枝を出す。動けぬ樹木は常にその準備をしていると。また、根は水分と共に土壌細菌と共生すること

で、動けぬ身を補完しあっている。このため、土壌細菌を活性化する酸素が根に供給されないと根が死んで、息の根を止

められてしまうのだ」と。巨樹のあのたくましいごつごつした巨体は本体が切られても本体が折れても、準備してきた根

元や切られた幹から、新しい芽をだし生き延びてきた生きざまそのものだと聞きました。。 

私たちが巨樹に惹かれるのもそんな生物共生・循環を知らずとも知っているからかも・・…・・・ 

樹木医はこの巨樹の生きざまを助け、樹勢を回復させてやるのだという。 

すごく感動し、またひとつ 巨樹を眺める視点ができました。 

 

2022.7.1. From Kobe  Mutsu Nakanishi 

 

http://www.infokkkna.com/ironroad/2017htm/2017mutsu/fkobe1708.mp4
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【追伸】７月更新のHP pageにかききれませんでしたが、 

早い異例の梅雨が明けた途端 猛暑になりました  

また コロナもじわじわ増加の兆し  

ウクライナの情勢も混沌と 

   巷ではやたらに参議院選挙のポスターが目につきますが、 

今の世相に新しい風を吹きこんでくれるのでしょうか‥‥ 

 

  酷暑の夏 いつも頭に浮かぶのは 「平和な暮らし」の事 

なにはさておいても 何とかウクライナに平和がもどりますように    2022.7.1.神戸新聞朝刊より 

願いとは裏腹に 本当に厳しい酷暑 自然災害も牙をむきそうな気配。 

  この暑さがコロナを吹き飛ばしてくれたらも 一つぐらい酷暑も特典があれば…・ 

  どうか 「自分の身は自分で守る」の意気  

 無理せず 声かけあって この時節を乗り越えましょう 

 

   
2022.6.30.午後 神戸の巷は３５℃を超える猛暑 歩くのもこたえる暑さに 

あまりの暑さに布引の滝道へ 谷筋日陰ですが、挨拶はみんな「暑いなぁ!1 こたえるわ」と 

どうか無理せず コロナ・熱中症・体の変調にもご用心ください 

 



収録 1. 桂文珍 落語見聞録 落語「茗荷宿」  神戸新聞より  

我が家も夏の薬味 茗荷がすくすくと 

 

 

我が家の裏庭でも 茗荷がすくすく「物忘れがひどくなる」と言われても 夏の素麵などの薬味には欠かせない 



   収録 2.  立場の異なった人たちとつながる  6月 気になった新聞記事より          

先が見えぬ日本 先がどうなる６月２２日 参議院選挙が告示  

 

 



 

 



      神戸新聞 2022.6.26.朝刊 社説 実のある分配策示すとき 

 

 

 

この６月の新聞記事やコラムには 先行き不安の中での参議院選挙の中で相変わらずの政治「中央追従型 丸投げの人

間軽視」を批判する立場の論がいくつも見られるようになった。(収録2) 

先が見えぬ厳しい世相に気候変動・激甚化する自然災害が追い打ちをかける日々ですが、コロナもやっと落ち着く兆し。

まだまだ予断はできませんが、収束の兆し気が休まらぬが、そぼふる梅雨の雨もよし。 

ほっと一息 わが身や周囲を見渡し、先を考えねばと。 

また 人それぞれ 私の勝手な言いぐさと理解していますが、 つい ぶつぶつ 同じことを言っています 

                      2022.7.1.   From Kobe  Mutsu Nakanishi  

 


